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一新 任 特 集 一
大 阪大 学 看 護 学 雑 誌Vol.15No.1(2009)

就任の ご挨拶

平成20年4月1日 付で総合ヘルスプロモーション科学講座の教授に就任 しました。

私は これまで、大阪については日本の保健師の歴史 に数々の足跡を残 して きた大阪の保健師活動 に関

心があ り、また、公衆衛生院の学生時代 に、当時、行政学部長であった橋本正 巳先生か ら豊中保健所時

代の活動 をお聞きし、その時、先生が大阪大学出身で あることを知 りました。大阪の歴史的な公衆衛生

活動の原点について、今後、教育や研究 を通 して探求 し学生 と共有していきたいと考えて います。

私は新潟県で保健師、高校の養護教諭 として7年 間勤務致 しましたが、住 民主体 の健康活動、町づく

りに発展できないもどか しさを感 じ、コミュニテイ ワークを学ぶため、一念発起 して国立公衆衛生院専

攻科看護 コース(1年 間)に 入学 し勉強 しました。卒業後 は大阪出身の同級生の縁か ら日本看護協会卒後

教育部 の教員 とな って、会員の卒後研修 に5年 間携わる ことにな りました。「ター ミナルケア」「自立へ

の援助」「地域看護」等のコースが今でも印象 に残 っています。研修生を通 して全国の看護実践の現状や

看護師の方々が抱 えて いる課題、悩みな どか ら日本の看護 を考える機会 を得ま した。また、当時の看護

界の リーダーが、綺羅星の ごとく講義や グループ学習に関わってお られ ましたので、直接、看護の考え

方や卒後教育の実際について ご指導いただきました。このときの出会いは私の宝物です。

昭和60年 、厚生省 の看護課の保健師係長 として採用され、平成20年3月 まで勤務 しました。医療行

政、福祉行政、保健行政、さらに、研究職、教育職 と幅広い経験を致 しま した。看護課で は看護基礎教

育や国家試験、カ リキュラム改正 、保健師の男子導入、訪問看護ステーションモデル事業の運営。社会

局では初代介護技術専門官 として介護福祉士の養成、日本介護福祉士会の設立準備。健康政策局計画課

では保健指導専門官 として地域保健法施行 にともな う保健師活動、阪神淡路大震災での全国保健師支援

活動など、配属部署の法施行、新たな制度づくり、事業実施、予算関連が主な仕事で した。

その後、国立公衆衛生院の公衆衛生看護学部室長に異動 し、保健師の再教育および公衆衛生看護に関

する研 究をしました。地域保健法改正に伴い、厂保健 師に新たに求め られる能力 とそのための教育」を中

心に研 究をし、保健師の施策化 に関す る研究は現在 も継続 してお ります。

厚 生労働省看護研修研究セ ンターでは、全国の看護師等養成所の教員養成(1年 間 定員160名)と 看

護教育に関する研究 を行 う機関ですが、管理者 として勤務 しました。ここでは 「看護 ・医療 における事故

防止のための教育方法の開発に関す る研究」に取 り組み ました。

大阪大学では、これ までの行政や教育での経験 を活か し、地域看護 に関する研究を中心 に、取 りくん

でいきたいと思います。また、教育では保健所や保健師 についてほとん ど知 らな い学生に対 して、地域

や生活を とらえた地域看護が実践で きるように、講義や演習 ・実習について も研究的に取 り組んでいき

たいと考 えています。

全てが初めてのことばか りですので、ご指導を宜 しくお願い致 します。

大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻 統合保健看護科学分野

総合ヘルスプロモーション科学講座 教授 丸山 美知子
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就任 の ご挨拶

このたび、大阪大学医学系研究科保健学専攻 ・がんプロフェッショナル養成プ ランに設 けられた、が

ん看護専門看護師コースに赴任 して参 りました。私にとって、大阪は これ まで全 くの異邦の地で、もち

ろん大阪大学との ご縁 も新 しいものです。ですが前任校である三重大学か ら引き続 き、がん看護学 に携

われる ことをうれ しく思っています。

今回大阪大学 に設けられ、わた しが着任 させていただいたがん看護専 門看護師コースは、文部科学省

のプロジェク トである 「がんプロフェッショナル養成プラン」に基づ くものですが、「がん看護」のよ う

に特定の疾患名が、大学における看護 の一分野の名称に冠され るのはある意味例外 的といえます。我が

国の多 くのがん看護の教育研究者 と同様、私 自身 これ まで は成人看護学の領域で教職 に携わってきてお

り、その中心 としてがん看護が据 えられ る、とい うかたちにな じんで いたため、「がん看護」のみ を対象

とするかた ちの特殊さ(と 幸運)を 感 じています。その一方、自分の臨床経験 を振 り返るとこれ もむべ

なるかなという気 もします。

基礎教育終了後、わた しの経験 した臨床現場は大学病院の消化器外科病棟 と泌尿器科病棟で した。そ

こでは少数 の胆石症や虫垂炎 あるいは泌尿器科結石や前立腺肥大な ど以外、ほとんどの患者さんの疾患

ががんであ り(も ちろん糖尿病や循環器疾患をはじめとした既往歴は多彩でしたが)、いつ しか新人看護

師のわた しにとって患者 さんががんであることは当た り前にな り、次には 自分や親 しい人な どを含め人

間はみながんにかか って死んでゆ くのだ と確信するようにな りました。その確信のまま、わた しは24才

で自らがん保険の会社に電話 して契約 し、その3年 後にがん看護を専 門とす る先生 に師事するため大学

院に入学 しました。.

その後様々な形でがん看護 に関わ り、それを研究テーマとしてきたわけですが、私は患者さんや家族

の気持ち、考え、体験を直接聞くこと、それ も時間をかけて本人のた どって きた道の りを一つ一っ反芻

して もらいなが ら聞くことによ り、何 ものにも代え難 い教 えを受 けた と感 じています。厳 しく過酷な状

況におかれ、失望 した り悲 しんだ り怒った りを繰 り返す患者 さんや家族がいか にちゃん と、たとえ行 き

着 く先が死であって もしぶ とくしたたかに生き抜 いているのか、には本当 に驚か されるます。未熟な人

間 として、私はどうして も自分 自身を基準と中心において他者 と向かい合 って しまいがちで、自分が看

護をする、ケアを提供する、ということに夢 中になって しまいま したが、自分ががんだ、と自覚 して情

緒的混乱 の嵐を体験 した患者 さんは、どれほど弱々しく、時にお任せの態度に見えようとも、どこかに

頑固なまで に 「自分」をもっていて、時に 「看護 をしよう」とす る私 をはね除け、目を覚 まさせて くれ

ました。

がん看護 においては、人は罹患 したそのときか ら 「がんサバイバー」であるとされています。病 を得

て、それに もかかわ らず 日常を生きるた くましさをかいま見 るたび、決 して 自分が主役 にはな らず、主

体者であ りサバイバーである人 を支える 「がん看護」を実践す ることの大切 さを感 じます。患者との信

頼 関係 に基づ くよいがん看護の実践 には、基盤 となる多 くの知識や技術が必要で あり、臨床第一線での

がん看護実践者 となるがん看護専門看護師の教育、という仕事を大阪大学で与え られた ことを光栄に思

い、多 くの皆様のお力を借 りつつ、地道に努めて参 りたいと存 じます。どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

大阪大学医学系研究科保健学専攻

がん看護専門看護師コース 大石 ふみ子
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